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№２７３5 第１４回例会 ２０２３．１０．１９ 晴 

月見句会夜間例会 
 

点 鐘：若鍋武良 会長 

句会進行：三枝一雄 会員 

 

会長挨拶 

若鍋武良 会長 

 

皆さん今晩は。本日は夜間月見例会です。選者

の三枝一雄会員ご指導のもと、今晩の月見句会が、

楽しく有意義な句会でありますよう願っております。 

ガバナー事務所より、１０月１５日発行の日本経

済新聞「世界ポリオデー」広告への掲載協力のお

礼が届きました。１０月２４日は「世界ポリオデー」で

す。当クラブもチャリテーゴルフ大会を開催予定で

す。南総ヒルズＣＣで新会員歓迎を兼ねての開催

です。宜しくお願い致します。 

先週木曜日に情報研修会が、「エンゲージメント

を育もう」のテーマで開催されました。はじめに「ロ

ータリーの変遷について」基調講演があり、つづい

て 「ＤＥＩについて」 ＤＥＩ推進委員会からの解説と

当面の活動方針が示されました。研修会の内容に

ついては後日の報告書をご覧ください。 

それでは、今宵の句会を楽しんで下さい。 

                                  

月見句会 『句会の進め方』 

三枝一雄 会員 

 
句会に先立って、三枝一雄会員より以下の説明

がなされた。 

１．先ず配られた三枚の細長い用紙に、句会参加

者の作品を 1 枚に 1 句づつ３句記載し、所定の

箱にばらばらに入れる。 

２．次に、その箱から、用紙に書かれた作品を、各

自ランダムに３枚取り出し、それを、配布された１

枚の用紙に書き込み、右上に割り振られた番号

を記入する。 

３．上記２で、記入された１３枚（参加者１３人）の紙

を１枚ずつ隣の人に回し、自分が良いと思った句

をあらかじめ配布された用紙に書き込む。 



 

  

４．３句記載された１３枚の用紙が、すべての人に閲

覧され、参加者が、良いと思って記載された句の

中から３句選んでその上に丸を付け提出する。 

以上が投句から、選句までの手順です。 

 

俳句会の結果 

三枝かずを 選者・講評 

 

 すでに当クラブの年間行事となっている月見例

会は、銘々自作の俳句を３句を携えて参加し、俳人

である三枝かずを会員が中心に、なごやかな俳句

会を行った。その結果は下記の通りである。 

 

○特選 

秋高し観音像も背伸びする    若鍋武良 

（評）真っ青な秋空に聳える白亜の観音像、 

   天高しという時節に観音様も背伸びし 

てると見た詩嚢豊かな作者に敬服 

 

朝夕に肌で感じる秋の風      高橋裕之  

（評）長い残暑から解放され漸く訪れた秋の気配。

朝夕の風にそれを感じた。秋風だからいい。 

 

   散歩道風にうなづく秋桜    須藤 隆 

（評）秋桜とはコスモス。花を支える茎はか細く、風

に揺れやすい。うなずくと表現したのが妙。 

 

  秋空をキャンパスにして飛行雲  石渡 鋼 

（評）紺青の秋空をキャンパスに見立てて一筆で飛

行機雲を描いて見せた。達人の芸。 

 

  

 

月を愛で余生楽しむ八十路かな 須藤 隆 

（評）功成りとげて人生を楽しむ年齢。月を愛で、風

雅に遊ぶ悠々自適の境涯。清廉さがいい。 

 

○一般選 

孫達と秋草を摘み愛でにけり   渡辺哲夫 

砂浜の向こうに見える秋の富士  椎熊邦広 

行秋や傘寿の祝しみじみと    若鍋武良 

帰り道足下にある月明かり    諸岡賛陛 

環南の紅葉ロードに秋茜      渡辺哲夫 

月明かり浴びて浮かぶは鋸の山  神子勝美 

散歩道金木犀の香が誘う     藤江みどり 

忘却の友を偲びて月見酒     須藤 隆 

見上げれば雲に隠れる夜半の月  岡田良弘 

新米が届いて交わす笑顔かな   若鍋武良 

空晴れて高く浮かびし鱗雲     藤江みどり 

待ちわびし金木犀の香りかな    山下 厚 

通り過ぎ振り返り見る女郎花    山下 厚 

 

○そのほかに 

秋鰹今宵も妻が酒の友       小野恒靖 

柿の色夕日の色ほど赤くなく    神子 恒 

 

○選者吟 

潮の香の風に吹かれて月を待つ   かずを 

美しき二人の女将月の宿     かずを 

月の友一人遅れて来る知らせ   かずを 

 

若鍋会長をはじめ、会員１３名の和気あいあいの

句会になった。初参加の新人の諸岡賛陛会員の入

選もあり、大いに盛り上がった。遅れて参加した久

しぶりに孫莉玲会員、あらかじめ投句してきた山下

厚会員も揃って、好成績の須藤隆会員の音頭で乾

杯、句会後の宴席を楽しんだ。    （三枝かずを記） 

 

出席報告 

 区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率

今 回 33/20 18 13 2 60.06%

前 回 33/29 21 7 2 87.87%

前々回 31/23 21 7 2 74.19%


